
　

第
３
４
２
回
愛
媛
県
議
会
定
例
会
が
、
６

月
22
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
19
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

補
正
予
算
な
ど
を
含
む
29
議
案
を
可
決※

１、

安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
な

ど
の
15
件
の
請
願
を
不
採
択
、
伊
方
原
発
再

稼
動
に
関
す
る
４
件
の
請
願
（
反
対
２
、
賛

成
２
）
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
発
議
に
よ
る
も
の
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

1 

議
員
報
酬
月
額
を

　

 

５
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト

　

議
員
発
議
の
「
愛
媛
県
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を
原
案
可

決
。
27
年
７
月
か
ら
28
年
３
月
末
ま
で
、
議

員
報
酬
月
額
を
５
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト
し

ま
す
。　

82
万
円　

→　

77
万
９
千
円

2 

伊
方
原
発
３
号
機
の

　

 

再
稼
動
問
題
と
特
別
委
員
会

　

当
面
す
る
県
政
の
課
題
に
対
処
す
る
た

め
４
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

①
地
方
創
生
・
人
口
問
題
調
査
特
別
委
員
会

②�

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機
管
理
対
策
特
別
委

員
会

③
行
政
改
革
・
地
方
分
権
特
別
委
員
会

※�

こ
の
特
別
委
員
会
の
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

④
少
子
・
高
齢
化
社
会
対
策
特
別
委
員
会

　

伊
方
原
発
３
号
機
の
再
稼
動
問
題
は
、
議

会
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機
管
理
対
策
特

別
委
員
会
」
で
、
調
査
し
ま
す
。
委
員
は
12

名
で
、
自
民
党
７
名
、
社
民
１
名
、
維
新
１

名
、
公
明
１
名
、
共
産
党
１
名
、
無
所
属
１

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
以
下
の
伊
方
原
発
再
稼
動
に
関
す

る
請せ

い

願が
ん

が※
２

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機
管
理
対
策

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
６
月

議
会
中
に
は
結
論
が
出
ず
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

▼�

伊
方
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
早
期
再

稼
働
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼�

伊
方
原
子
力
発
電
所
の
一
日
も
早
い
再

稼
働
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼�

伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
さ
せ
な
い
よ
う

意
思
表
示
し
、
批
判
力
の
あ
る
専
門
家
を

招
き
検
証
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▼�

佐
田
岬
半
島
の
住
民
が
、
伊
方
原
発
の
過

酷
事
故
時
に
お
け
る
県
の
広
域
避
難
計

画
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
と
納
得
す

る
ま
で
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
し
な
い

よ
う
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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　再稼動するための手続きについて決め
られたものは、原子力安全規制委員会が
行う①原子炉設置変更許可②保安規定③
工事計画書の認可です。
　地元の意見（同意）は法律で必要とされ
たものではなく、民主的な手続きとして求
められているものです。また、地元がどこ
までの範囲か、誰が同意するかは議論の分
かれるところとなっています。
　鹿児島県川内原発の場合は、原発のあ
る川内市の市長と市議会、鹿児島県知事
と鹿児島県議会が同意者となっています。
議会は、再稼動を求める請願の採決によ
り意思表示をしています。

一　言

愛
媛
県
議
会
定
例
会

（
平
成
27
年
６
月
）
の
概
要

※１�可決した29議案の内訳は、予算１、条例10、その他７、人事４、
意見書５、決議２となっています。

※２�国や地方公共団体に意見や要望、苦情の要請を行う事。請願は、
当該議会議員の紹介を必要とし、文書（請願書）を提出すること
が原則。形式は議会により若干の違いがあります。
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3 
意
見
書

　　

議
員
発
議
で
、
次
の
意
見
書※

３の
提
案
が
あ

り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
・
運
航
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

⇨�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
円
滑
な
導
入
や
運
航
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て
国
に
要
望
し
ま
す
。

②�

諸
外
国
・
地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
物
等

の
輸
入
規
制
の
早
期
撤
廃
に
向
け
た
措
置

を
求
め
る
意
見
書

　

⇨�

諸
外
国
の
科
学
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い

農
林
水
産
物
等
の
輸
入
規
制
措
置
を
撤

廃
し
、
輸
出
が
円
滑
に
行
え
る
措
置
を

講
ず
る
よ
う
国
に
要
望
し
ま
す
。

③�

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
農
業
生

産
基
盤
整
備
の
推
進
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

⇨�

農
業
農
村
整
備
事
業
に
係
る
予
算
を
充

実
す
る
よ
う
国
に
要
望
し
ま
す
。

④�

果
樹
経
営
支
援
対
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

　

⇨�

果
樹
産
地
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
対
策

を
充
実
・
強
化
し
、
農
家
所
得
の
安
定

と
競
争
力
の
強
化
を
図
れ
る
よ
う
、
国

に
要
望
し
ま
す
。

⑤�

森
林
整
備
の
推
進
と
林
業
の
成
長
産
業
化

を
求
め
る
意
見
書

　

�

⇨�

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

や
、
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展

の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
森
林
整
備
の
推

進
と
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
よ
う

国
に
要
望
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
積
立
金
の
運
用
に
関
す
る
意

見
書
（
注
）
は
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

注
：�

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人

が
、
年
金
積
立
金
の
運
用
に
お
い
て
国

内
株
式
の
比
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
反
対
の
意
見
書

で
す
。

4  

中
国
・
陝
西
省
と
の

　

 

友
好
都
市
提
携
に
関
す
る
決
議

　

中
国
・
陝せ
ん

西せ
い

省し
ょ
う

と
愛
媛
県
は
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
を
縁
に
深
い
絆
で
結
ば
れ
、
こ

れ
ま
で
訪
問
団
の
相
互
派
遣
等
の
交
流
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
中
村
知
事
に
対
し
て
、

友
好
都
市
関
係
の
樹
立
に
関
す
る
協
議
書
が

早
期
に
締
結
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

➡

�

知
事
ほ
か
関
係
者
が
陝
西
省
を
訪
問
し
、
７

月
30
日
に
西
安
市
で
、
陝
西
省
政
府
と
愛
媛

県
が
友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
愛

媛
大
学
と
西
安
交
通
大
学
が
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

※�

私
も
、
日
中
友
好
議
員
連
盟
の
一
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

※
３�

公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
を
意
見

と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
。
議
員
が
発
案
し
て
本

会
議
に
は
か
り
、
議
長
名
で
関
係
機
関
（
主
に
国
）
に

提
出
す
る
。

重要課題への対応強化 17億3,934万円

介護サービスの充実 10億4,227万円

子育て支援、医療・福祉の充実 2億1,690万円

自転車新文化の普及拡大 430万円

教育・スポーツの振興 7,809万円

自然環境の保全 6,547万円

その他（再生可能エネルギー発電設備の導入） 3億3,223万円

公共事業の追加による県内企業の下支え 43億1,123万円

道路橋
きょう

梁
りょう

新設改良費 35億8,924万円

河川改良費 2億6,995万円

海岸保全費 4億5,204万円

計 60億5,057万円

予算は、一般会計で60億5,057万円の補正予算がありました。
一般会計は、累計で6，392億7,857万円（前年同期比4.27
パーセント増）となっています。

補正予算
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